
（1）　　　第 67 号	 三　　　翠　　　化　　　学	 平成	30	年	８	月	８	日

　
酷
暑
の
候
、
三
翠
化
学
会
会

員
諸
氏
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
健
勝
で
御
活
躍
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平

素
は
同
窓
会
活
動
に
ご
理
解
、

ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
成
二
九
年
度
総
会
は
、

一
〇
月
二
一
日
（
土
）
母
校
三

重
大
学
生
物
資
源
学
部
大
会
議

室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
勝
崎

副
会
長
司
会
の
も
と
、
杉
﨑
会

長
、
梅
川
学
部
長
の
挨
拶
に
続

き
、議
長
に
伊
藤
氏
（
大
25
回
）

を
選
出
し
、
平
成
二
八
年
度
事

業
報
告
（
西
尾
幹
事
）、
会
計

報
告
（
木
村
副
会
長
兼
会
計
）、

監
査
報
告
（
久
松
監
事
）
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
つ
い
で
、
二
九

年
度
事
業
計
画
、
予
算
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
重

要
な
議
案
も
な
く
、
全
議
案
と

も
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
講
演
会
は
、

本
会
同
窓
の
㈱

エ
ス
テ
ム
名
誉

会
長
鋤
柄
修
氏

（
大
12
回
）
に

よ
る
「
自
由
を

求
め
て
自
主
独

立
～
環
境
ビ
ジ

ネ
ス
と
会
社
経

営
に
人
生
を
か

け
て
～
」
と
題

す
る
鋤
柄
氏
の

半
生
を
か
け
た

会
社
経
営
に
つ

い
て
の
講
演
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
学
卒
業
後
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

生
活
を
捨
て
ら
れ
、
友
人
と
環

境
ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
上
げ
、
年

商
五
〇
億
円
の
会
社
に
育
て

上
げ
ら
れ
た
過
程
の
そ
の
場
、

そ
の
時
の
決
断
や
苦
労
話
を
、

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
話
さ

れ
、
全
員
に
感
銘
を
与
え
ら
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
懇

親
会
は
、
大
学

生
協
第
一
食
堂

に
会
場
を
移

し
、
四
八
名
の

方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
古
山

氏
（
大
24
回
）

の
司
会
で
、
本

会
副
会
長
木
村

氏
（
大
25
回
）、

生
物
圏
生
命
化

学
科
生
命
機
能

化
学
講
座
主
任

の
苅
田
先
生
（
大
30
回
）
の
挨

拶
、
山
田
氏
（
大
30
回
）
の
乾

杯
音
頭
で
懇
親
会
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　
恩
師
の
ス
ピ
ー
チ
で
は
、
長

老
の
嶋
林
先
生
、
久
し
ぶ
り
に

参
加
さ
れ
た
小
宮
先
生
は
近
況

や
教
官
時
代
の
思
い
出
話
、
学

内
の
木
村
先
生
、
新
任
の
國
武

先
生
は
新
し
く
な
っ
た
生
物
圏

生
命
化
学
科
へ
の
期
待
と
抱

負
、
ま
た
同
窓
会
三
翠
化
学
会

と
の
交
流
の
促
進
に
つ
い
て
話

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
支
部
代

表
の
ス
ピ
ー
チ
を
聞
き
な
が

ら
、
料
理
や
お
酒
を
楽
し
み
、

恩
師
や
先
輩
後
輩
と
の
話
の
輪

が
は
ず
み
ま
し
た
。
特
に
今
回

は
学
部
の
学
生
や
修
士
の
方
が

初
め
て
参
加
（
一
〇
名
）
さ
れ
、

会
の
後
半
か
ら
は
学
生
さ
ん
と

の
会
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

　
宴
た
け
な
わ
で
あ
り
ま
し
た

が
、楽
し
い
時
は
刻
々
と
過
ぎ
、

最
後
に
恒
例
と
な
っ
て
い
る
前

田
氏
（
大
36
回
）
リ
ー
ダ
ー
の

応
援
歌
斉
唱
、
駒
田
氏
（
大
16

回
）
の
中
締
め
、
古
山
氏
の
閉

会
の
こ
と
ば
で
幕
と
な
り
ま
し

た
。

　
今
回
の
同
窓
会
は
、
事
前

に
名
簿
の
見
直
し
を
行
い
、

一
二
〇
余
名
の
方
へ
の
会
報
送

付
を
増
や
し
、
学
生
諸
氏
に
も

会
報
を
配
布
し
て
参
加
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

よ
っ
て
、
会
報
は

約
一
、
四
〇
〇
部

近
く
配
布
し
ま
し

た
。
結
果
が
四
八

名
の
参
加
で
、
学

生
諸
氏
一
〇
名
、

同
窓
で
な
い
先
生

方
五
名
、
合
計

一
五
名
を
除
く
と

同
窓
の
諸
氏
の
参

加
は
三
三
名
で
し

た
。
本
部
の
同
窓

会
と
し
て
は
、
今

一
つ
力
不
足
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
役

員
一
同
同
窓
会
へ
の
動
員
力
を

も
う
一
度
検
討
し
直
し
、
努
力

　
昨
年
五
月
二
八
日
、
同
窓
生

十
七
名
が
桑
名
に
参
集
し
た
。

ク
ラ
ス
会
は
平
成
五
年
か
ら
始

ま
り
、
ほ
ぼ
二
年
毎
に
実
施
、

今
回
で
十
一
回
目
を
数
え
る
。

参
集
後
、
宿
泊
す
る
ホ
テ
ル
で

早
速
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と

な
っ
た
。
卒
業
以
来
五
十
数
年

ぶ
り
に
初
め
て
会
う
人
や
、
幾

度
と
な
く
お
互
い
健
在
を
確
認

で
き
る
人
も
い
た
。
学
生
時
代

の
風
貌
は
、
老
人
に
な
っ
た
こ

と
以
外
、
特
に
変
わ
り
映
え
し

な
い
。
故
人
と
な
っ
た
同
窓
生

六
名
を
偲
ん
で
黙
祷
し
た
後
、

各
自
が
近
況
報
告
を
し
た
。
以

下
は
、お
世
話
に
な
っ
た
秋
田
、

林（
真
）両
幹
事
の
プ
ラ
ン
に
よ

る
観
光
と
懇
親
会
に
つ
い
て
、

余
り
面
白
い
報
告
で
な
い
が
、

責
を
果
た
し
た
い
。

　
最
初
、
六
華
苑
を
案
内
し
て

も
ら
っ
た
。
山
林
王
と
い
わ
れ

た
諸
戸
氏
の
豪
邸
（
重
文
）
と

日
本
庭
園
で
あ
っ
た
。
次
い
で

長
良
、
揖
斐
両
川
が
合

流
す
る
辺
り
の
七
里
の

渡
し
場
跡
も
見
物
さ
せ

て
も
ら
い
、
伊
勢
湾
台

風
時
の
災
害
を
思
い
起

し
た
。
当
時
、
私
た
ち

は
大
学
一
年
だ
っ
た
。

懇
親
会
は
桑
名
名
物
、

蛤
料
理
の
老
舗
、
日
の

出
で
開
催
し
た
。
大
き

な
蛤
の
貝
に
は
驚
い
た

が
、
蛤
鍋
、
焼
き
蛤
、

天
ぷ
ら
、
蛤
だ
し
の
雑

炊
等
多
く
の
料
理
だ
っ

た
の
で
、
酒
の
方
は
控

え
気
味
だ
っ
た
。
翌
日

は
、
な
ば
な
の
里
で
ベ

ゴ
ニ
ア
な
ど
数
々
の
花

木
を
ゆ
っ
く
り
と
見
学
で
き
、

昼
食
後
に
解
散
と
な
っ
た
。
桑

名
土
産
に
と
買
求
め
た
ア
サ
リ

の
佃
煮
は
、
実
に
塩
辛
く
、
も

し
殿
様
が
ア
サ
リ
の
し
ぐ
れ
茶

漬
け
も
好
ん
だ
と
す
れ
ば
、
随

分
と
田
舎
殿
様
だ
っ
た
の
で
は

と
思
っ
た
。

　
近
年
ま
で
ク
ラ
ス
会
に
出
て

い
た
人
の
死
が
話
題
に
な
る

と
、
お
互
い
の
持
病
や
薬
が
話

題
と
な
り
、
会
の
空
気
が
湿
っ

ぽ
く
な
る
。
教
養
を
ひ
け
ら
か

す
話
題
や
政
治
な
ど
時
事
問
題

で
も
出
そ
う
な
ら
、
座
は
浮
い

て
し
ま
う
。
田
舎
者
の
筆
者
は

名
勝
観
覧
と
料
理
の
賞
味
に
専

念
し
た
つ
も
り
だ
が
、
や
は
り

学
生
時
代
の
思
い
出
や
趣
味
の

話
が
出
て
し
ま
う
。
同
期
で
出

世
し
た
人
を
妬
む
よ
う
な
話
題

は
な
か
っ
た
と
思
う
が
、
お
互

い
が
分
相
応
だ
と
わ
き
ま
え
れ

ば
問
題
は
な
い
の
だ
ろ
う
。

	

辻	

藤
吾
（
大
11
回
）

 

一
一
期
ク
ラ
ス
会
を
桑
名
で
開
催

杉﨑会長挨拶

講演会講師　鋤柄修氏

國武先生スピーチ

　
東
海
支
部
の
懇
親
会
は
年
に

三
、
四
ヵ
月
に
一
度
、
夕
方
六

時
、
名
古
屋
市
の
金
山
総
合
駅

の
隣
に
あ
る
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
コ
ー
ト

名
古
屋
の
二
階
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
レ

ス
ト
ラ
ン
「
ガ
ー
デ
ン
コ
ー

ト
」
に
集
ま
り
、
開
催
し
て
お

り
ま
す
。
料
理
は

月
替
わ
り
と
な
っ

て
お
り
、
北
海

道
、
九
州
や
ア
メ

リ
カ
フ
ェ
ア
な
ど

名
古
屋
に
居
な
が

ら
に
し
て
日
本
や

世
界
の
料
理
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
時
に
は
鮪

の
解
体
シ
ョ
ー
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
に

遭
遇
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
毎
回
、
愛
知
・

岐
阜
・
三
重
在
住
の
方
を
中
心

に
一
〇
名
か
ら
二
〇
名
ほ
ど
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
互
い
の
近

況
を
話
し
、
誕
生
日
を
お
祝
い

し
て
い
ま
す
。
写
真
は
誕
生
日

お
祝
い
の
記
念
撮
影
で
す
。

　
二
〇
一
八
年
四
月
に
鋤
柄
さ

ん
が
著
書
を
発
行
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
今
回
は
そ
の
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
鋤
柄
さ
ん
は
数
々
の
苦
労
を

重
ね
な
が
ら
株
式
会
社
エ
ス
テ

ム
の
経
営
を
長
年
行
っ
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
ご
自
身
の
想
い
が

社
員
に
伝
わ
ら
ず
、
独
学
経
営

で
は
上
手
く
い
か
な
い
と
限
界

を
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
共
に
学

ぶ
会
社
を
目
指
す
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
、
会
社
の
経
営

を
学
ぶ
中
で
愛
知
中
小
企
業
同

友
会
と
出
会
い
、
中
小
企
業
の

経
営
者
を
共
に
支
え
合
う
中
小

企
業
同
友
会
で
の
活
動
を
通
し

て
、培
っ
た
信
念
を
言
葉
に
し
、

「
楽
を
し
た
い
な
ら
経
営
者
を

や
め
な
さ
い
」
と
経
営
者
に
厳

し
く
覚
悟
を
求
め
る
内
容
を
書

き
下
ろ
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
本
か
ら
は
、
鋤
柄
さ
ん

が
ま
る
で
そ
の
場
に
い
る
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
さ
せ
る
く
ら

三
翠
化
学
会 

東
海
支
部
だ
よ
り

い
、
叱
咤
激
励
の
言
葉
の
数
々

に
溢
れ
、
鋤
柄
さ
ん
の
熱
意
、

想
い
が
ほ
と
ば
し
り
ま
す
。
将

来
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
描
け
な
い
、

孤
独
、
後
継
者
不
足
な
ど
の
経

営
者
の
悩
み
の
他
、
よ
い
会
社

を
目
指
す
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
に
つ
い
て
、
厳
し
く
も

温
か
い
想
い
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
経
営
者
以
外
の
一

般
の
方
も
そ
の
想
い
に
強
く
共

感
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

一
度
手
に
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ

い
。	

吉
田
小
百
合
（
大
45
回
）

自
己
紹
介
と
着
任
の
挨
拶 

梅
川
碧
里

　
平
成
三
〇
年
三
月
一
日
に
生

物
圏
生
命
科
学
専
攻
・
生
命
機

能
化
学
講
座
・
食
品
発
酵
学
教

育
研
究
分
野
の
助
教
に
着
任
し

ま
し
た
。京
都
で
生
ま
れ
育
ち
、

三
重
県
に
馴
染
み
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
本
学
で
の
着
任

を
き
っ
か
け
に
夫
と
二
人
の
娘

と
共
に
三
重
県
に
移
住
し
ま
し

た
。
海
と
山
に
囲
ま
れ
、
資
源

と
美
味
し
い
食
べ
物
が
豊
富
に

あ
る
せ
い
か
、
学
内
の
方
々
を

含
め
こ
ち
ら
の
方
は
お
お
ら
か

で
親
し
み
や
す
い
雰
囲
気
の
方

が
多
く
感
じ
ま
す
。
本
学
に
赴

任
す
る
こ
と
が
で
き
た
ご
縁
と

幸
運
に
家
族
共
々
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　
私
は
、
京
都
大
学
大
学
院

生
命
科
学
研
究
科
に
て
（
主

査

：

山
本
憲
二
教
授
）、
微
生

物
の
糖
代
謝
酵
素
を
活
用
し
た

糖
タ
ン
パ
ク
質
合
成
法
の
開
発

に
取
り
組
み
、
博
士
号
を
取
得

し
ま
し
た
。
博
士
研
究
員
と
し

て
、
米
ミ
シ
ガ
ン
大
学Daniel 

Klionsky

教
授
の
下
、
酵
母
遺

伝
学
を
学
ん
だ
後
、
立
命
館
大

学
生
命
科
学
部
の
任
期
付
助
教

に
着
任
し
、
教
育
に
携
わ
り
な

が
ら
、
酵
母
の
細
胞
応
答
と
糖

質
代
謝
に
関
す
る
研
究
に
着
手

し
ま
し
た
。
本
学
に
赴
任
前
の

数
ヶ
月
間
は
、
学
術
振
興
会
特

別
研
究
員
と
し
て
京
都
大
学
に

て
研
究
を
継
続
し
ま
し
た
。

　
本
学
で
は
、
生
物
資
源
学
研

究
科
の
教
員
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
に
取
り
組
ん
で
き
た
酵
母
や

糖
質
代
謝
酵
素
を
扱
う
研
究
を

発
展
さ
せ
、
食
品
生
産
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
に
寄
与
で
き
る
研

究
を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
教
育
の
面
で
は
、
学
生

が
論
理
的
思
考
力
や
知
識
を
習

得
す
る
だ
け
で
な
く
、
粘
り
強

さ
や
主
体
性
な
ど
メ
ン
タ
ル
面

に
お
い
て
も
成
長
で
き
る
教
育

方
法
を
模
索
し
た
く
思
い
ま

す
。
研
究
室
で
は
、
同
教
育
研

究
分
野
所
属
の
苅
田
修
一
先

生
・
食
品
化
学
教
育
研
究
分
野

所
属
の
磯
野
直
人
先
生
と
密
に

連
携
し
て
運
営
し
ま
す
。
ま
だ

駆
け
出
し
で
、
実
力
・
経
験
と

も
に
不
足
し
て
い
る
部
分
も
あ

り
ま
す
が
、
本
学
の
方
々
と
連

携
し
な
が
ら
、
新
た
な
気
持
ち

で
教
育
研
究
に
精
一
杯
取
り
組

み
、
本
学
の
発
展
と
地
域
・
社

会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

『
経
営
者
を
叱
る 

学
ん
で

実
践
し
続
け
て
こ
そ
』　

	

鋤
柄	

修	

著
（
三
恵
社
）

平成30年度総会のご案内
平成 30 年９月８日土　11：00 受付開始（軽食を用意します）

　11：30 ～ 12：00　三翠化学会総会　生物資源学部校舎 216 番教室

　12：30 ～ 13：30　三翠同窓会三重県支部総会　生物資源学部大講義室

　13：30 ～ 14：10　三翠同窓会総会　生物資源学部大講議室

　14：30 ～ 15：40　生物資源学部創立 30 周年記念イベント　生物資源学部大講議室

　16：00 ～ 18：00　懇親会　三重大学生協	第１食堂	 懇親会会費：3,000 円

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ど
う
か
会
員
諸
氏
の
ご
理

解
、
ご
協
力
も
切
に
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（題字は稲川先生）

第 ６７ 号

平成 30 年８月８日 発行
三 翠 化 学 会
津市栗真町屋町１５７７

三重大学大学院生物資源学研究科内

電話／〈059〉232 － 1211

振 替 ／ 00890 － 1 － 59345

印刷／株式会社 あ る む
TEL(052)332-0861 大 8 長谷川 正一
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の
人
と
を
つ
な
ぎ
た
い
と
思
っ

て
い
る
私
に
は
有
利
だ
。
私
の

微
々
た
る
活
動
が
、
よ
り
よ
い

良
い
社
会
に
つ
な
が
っ
て
欲
し

い
と
願
っ
て
い
る
。

　
同
窓
の
皆
様
の
、
お
知
恵
・

お
力
添
え
を
、
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
第
八
回
三
翠
化
学
会
関
東
支

部
交
流
会
を
平
成
三
〇
年
三
月

一
七
日
（
土
）
一
〇
時
半
か
ら
、

日
本
橋
室
町
の「
三
重
テ
ラ
ス
」

の
二
階
会
議
室
で
開
催
し
、
本

部
か
ら
出
席
い
た
だ
い
た
杉
﨑

護
三
翠
化
学
会
会
長（
大
16
回
）

以
下
総
勢
二
四
名
が
集
い
ま
し

た
。

　
今
回
は
三
重
テ
ラ
ス
で
開
催

し
た
こ
と
も
あ
り
、
交
流
会
に

入
る
前
に「
伊
勢
神
宮

　
源
郷
」

「
熊
野
古
道
伊
勢
路
」
の
ビ
デ

オ
の
紹
介
だ
け
で
な
く
、
三
重

テ
ラ
ス
の
職
員
に
よ
る
三
重
テ

ラ
ス
の
取
り
組
み
概
要
の
説
明

と
「
三
重
の
応
援
団
」
の
募
集

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、東
海
副
支
部
長（
大

19
回
）
の
進
行
の
も
と
、
吉
田

支
部
長
（
大
18
回
）
の
挨
拶
、

杉
﨑
会
長
か
ら
三
翠
化
学
会
本

部
の
活
動
状
況
を
含
め
た
来
賓

挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
、
講
演

会
に
入
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
講
演
会
は
、
久
松
眞

三
重
大
学
名
誉
教
授
・
社
会
連

携
特
任
教
授
に
お
出
で
い
た
だ

き
、「
忍
者
の
知
恵
を
生
か
す

三
重
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
─
忍

者
の
携
帯
食
─
」
と
題
し
て
開

催
し
ま
し
た
。
平
成
二
四
年
に

三
重
大
学
に
忍
者
研
究
が
ス

タ
ー
ト
し
、
平
成
二
九
年
七
月

に
国
際
忍
者
研
究
セ
ン
タ
ー
が

開
設
さ
れ
、
平
成
三
〇
年
二
月

に
国
際
忍
者
学
会
が
設
立
さ
れ

た
こ
と
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
と

り
く
み
の
経
緯
、
忍
者
の
ル
ー

ツ
と
忍
者
の
実
体
（
真
の
忍
者

と
虚
像
の
忍
者
）、
忍
者
の
携

帯
食
の
特
徴
と
忍
者
を
支
え
る

（
ス
ト
レ
ス
改
善
の
た
め
の
）

効
能
、
携
帯
食
の
再
現
、
そ
し

　
主
婦
、
時
々
環
境
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
そ
れ
が
今
の
私
だ
。
所

属
は
な
い
。
フ
リ
ー
ラ
ン
サ
ー

と
称
し
仕
事
を
待
つ
。
自
ら
企

画
す
る
の
は
、
環
境
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
と
行
く
、
と
題
し
た
見
学

型
環
境
講
座
だ
。
名
古
屋
市
の

助
成
も
受
け
、
一
三
年
以
上
続

け
て
い
る
。
半
年
ご
と
に
テ
ー

マ
を
決
め
、
講
義
＋
見
学
の
形

で
、
ほ
ぼ
毎
月
開
講
し
て
い

る
。
こ
の
講
座
に
は
、
東
海
支

部
の
先
輩
方
も
参
加
し
て
く
だ

さ
り
、
感
謝
し
て
い
る
。

　
農
芸
化
学
を
三
〇
年
以
上
前

に
卒
業
し
、
就
職
し
た
の
は
今

の
三
菱
化
学
の
研
究
開
発
部

だ
っ
た
。
工
業
化
学
は
単
語

か
ら
異
な
り
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ

ン
、
そ
の
う
え
、
男
女
雇
用
均

等
法
施
行
前
で
、
女
性
保
護
と

岡
本
明
子
（
大
32
回
）

い
う
名
の
制
約
が
多
か
っ
た
。

学
生
時
代
に
は
感
じ
な
か
っ
た

『
女
性
』
と
い
う
立
場
を
、
突

き
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
私
の
行

動
が
、
次
世
代
の
女
性
た
ち
に

影
響
を
与
え
る
か
も
し
れ
な
い

と
、
気
負
っ
て
い
た
。
短
期
間

で
は
あ
っ
た
が
、
多
く
の
社
会

勉
強
を
し
た
。

　
そ
の
後
、
結
婚
・
出
産
。
子

育
て
後
の
再
就
職
を
狙
っ
た

が
、
時
は
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
新

卒
さ
え
就
職
が
難
し
い
時
代

と
な
っ
て
い
た
。
機
会
を
う
か

が
っ
て
い
た
時
、『
環
境
』
に

出
会
っ
た
。『
環
境
』
と
い
う

言
葉
が
今
の
地
球
環
境
を
示
す

言
葉
で
は
な
か
っ
た
三
〇
年

前
、
自
然
保
護
運
動
に
参
加
し

た
。

　
自
然
保
護
か
ら
始
ま
っ
た
環

境
人
生
は
、
化
学
物
質
、
循
環

な
ど
広
義
の
環
境
に
つ
な
が
っ

て
い
っ
た
。
農
芸
化
学
は
、
環

境
や
生
活
と
の
か
か
わ
り
が
深

い
。
農
業
は
環
境
破
壊
だ
と
い

う
環
境
運
動
家
た
ち
。
農
薬
も

化
学
肥
料
も
嫌
、
必
要
に
迫
ら

れ
て
研
究
開
発
さ
れ
て
き
た
食

品
添
加
物
も
品
種
改
良
も
忌
み

嫌
う
生
活
者
た
ち
。
公
正
な
情

報
を
あ
え
て
信
じ
ず
、
エ
セ
情

報
に
振
り
回
さ
れ
る
人
々
。
知

ら
な
い
事
・
気
付
か
な
い
事
が

原
因
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

専
門
家
と
普
通
の
人
と
を
つ
な

ぎ
た
い
と
思
い
、
活
動
を
続
け

た
。

　
試
行
錯
誤
の
毎
日
だ
っ
た

が
、
想
像
も
し
な
か
っ
た
機
会

も
得
た
。
愛
知
万
博
で
秋
篠
宮

家
の
眞
子
様
・
佳
子
様
を
一
時

間
程
ご
案
内
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ

レ
ビ
『
ど
～
す
る
地
球
の
あ
し

た
』
の
回
答
者
・
司
会
・
活
動

紹
介
な
ど
。
農
林
水
産
省
食
料

農
業
農
村
政
策
審
議
会
委
員
と

し
て
大
臣
列
席
の
会
議
で
発
言

し
、
食
品
安
全
委
員
会
リ
ス
ク

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
専
門
調

査
会
委
員
と
し
て
食
の
安
全
を

守
る
仕
組
み
を
垣
間
見
た
。
自

分
で
は
も
ら
っ
た
こ
と
の
な
い

農
林
水
産
大
臣
賞
・

環
境
大
臣
賞
・
文
部

科
学
大
臣
賞
選
定
に

も
関
わ
ら
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
。

　『
所
属
が
な
い
』

の
は
信
用
を
得
難

く
、
苦
労
す
る
。
で

も
、
組
織
を
超
え
、

誰
と
で
も
会
え
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
対
立
す
る
人
た

ち
の
橋
渡
し
を
す
る

事
、
対
話
の
糸
口
を

作
る
事
に
も
つ
な
が

る
。
専
門
家
と
普
通

一
〇
月
か
ら
開
講
す
る
見
学
型
環
境
講

座
『
セ
ン
ト
レ
ア
ま
る
ご
と
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
２
０
１
８
』

第
八
回 

三
翠
化
学
会 

関
東
支
部
交
流
会
報
告

　
日
本
橋
の
三
重
テ
ラ
ス
で
開
催
、「
忍
者
の
携
帯
食
」
の
久
松
名
誉
教
授
が
講
演

て
、
印
や
息
長
か
ら
お
礼
の
印

ま
で
の
忍
者
を
参
考
に
し
た
ス

ト
レ
ス
対
策
が
現
代
社
会
の
ス

ト
レ
ス
対
策
に
も
通
じ
る
こ
と

も
ご
披
露
さ
れ
、
私
ど
も
が
感

じ
て
い
た
忍
者
の
イ
メ
ー
ジ
を

新
た
に
し
た
講
演
内
容
で
し

た
。
ま
た
、
忍
者
の
世
界
を
学

術
的
に
研
究
す
る
と
、
日
本
独

自
の
文
化
と
し
て
世
界
に
発
信

で
き
る
と
確
信
し
た
と
い
う
、

先
生
の
思
い
を
感
じ
取
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　
集
合
写
真
撮
影
の
後
、
本
日

の
長
老
で
あ
る
加
藤
先
輩
（
大

５
回
）
の
乾
杯
の
発
声
で
恒
例

の
懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
回
の
料
理
は
、
三
重
テ
ラ
ス

のParty Plan

「
三
重
の
旬

堪
能
コ
ー
ス
」
二
時
間
飲
み
放

題
プ
ラ
ン
で
、
三
重
の
地
酒
を

堪
能
し
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
皆
さ
ん
の
近
況
報
告
も

あ
り
、
先
輩
、
後
輩
の
年
齢
を

越
え
て
大
い
に
歓
談
し
二
時
間

強
の
懇
親
会
は
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
ま
し
た
。
最
若
手
の
酒

井
（
大
34
回
）
さ
ん
の
締
め
の

後
、浅
井
副
支
部
長
（
大
19
回
）

の
指
揮
で
「
三
翠
応
援
歌
」
を

大
合
唱
し
、
来
年
開
催
す
る
総

会
で
の
再
会
を
約
し
、
交
流
会

を
終
え
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
今
回
の
交
流
会
の

出
席
者
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

加
藤
晃
（
５
回
）、鈴
木
潔
（
９

回
）、
辻
野
隆
房
（
11
回
）、
亀

山
幸
輝
（
12
回
）、
小
島
楯
彦

（
15
回
）、
長
島
貞
武
（
15
回
）、

杉
﨑
護（
16
回
）、
岡
田
啓（
17

回
）、
吉
田
吉
明
（
大
18
回
）、

浅
井
美
文
（
19
回
）、
浅
尾
由

一（
19
回
）、東
海
裕
作（
19
回
）、

西
出
祐
次
（
19
回
）、
田
中
俊

一（
20
回
）、平
田
友
良（
20
回
）、

藤
川
誠
一
（
20
回
）、
中
島
亨

（
22
回
）、
丹
羽
誠
一
（
22
回
）、

飯
田
徹
也
（
23
回
）、
浦
田
茂

也
（
23
回
）、菅
原
博
（
26
回
）、

蛭
薙
政
美
（
27
回
）、
坂
倉
正

司
（
30
回
）、酒
井
和
好
（
34
回
）

　（
関
東
支
部
支
部
長

	

吉
田
吉
明
）

　
五
月
一
九
日

土
曜
日
に
津
新

町
の
プ
ラ
ザ
洞

津
に
て
、
粟
冠

和
郎
先
生
の
退

職
祝
賀
会
と
醗

酵
学
研
究
室
、

応
用
微
生
物
学

研
究
室
、
微
生

物
工
学
研
究

室
、
微
生
物
遺

伝
学
研
究
室
の

同
窓
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
現

役
の
学
生
を
加

え
る
と
一
二
〇

名
を
越
え
る
皆

様
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
な

か
に
は
ご
夫

婦
・
ご
家
族
で

来
て
い
た
だ
い

た
方
も
お
み
え

で
大
変
賑
や
か

な
会
と
な
り
ま

し
た
。
開
宴
前

か
ら
ロ
ビ
ー
の

だ
ま
だ
名
残
惜
し
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
話
は

尽
き
ず
ロ
ビ
ー
で
も
し
ば
ら
く

談
笑
が
続
き
ま
し
た
。
当
日
は

有
志
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
二
次

会
も
準
備
し
て
い
た
だ
き
、
電

車
の
時
間
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
盛
り

上
が
り
は
続
き
ま
し
た
。
改
組

に
よ
っ
て
学
科
名
や
研
究
室
名

が
変
遷
し
て
お
り
、
当
初
は
ど

れ
く
ら
い
参
加
し
て
い
た
だ
け

粟
冠
先
生
退
職
祝
賀
会
・
同
窓
会
　
　
　
　
　

あ
ち
こ
ち
で
輪
が
出
来
て
会
話

が
弾
み
、
気
持
ち
は
す
で
に
学

生
時
代
に
も
ど
っ
て
い
る
よ
う

で
し
た
。
は
じ
め
に
嶋
田
協
先

生
か
ら
「
研
究
室
で
魚
釣
り
に

行
っ
た
ら
粟
冠
先
生
は
メ
ダ
カ

の
よ
う
な
小
さ
な
魚
し
か
釣
れ

な
か
っ
た
」
と
い
っ
た
楽
し
い

思
い
出
と
祝
辞
を
い
た
だ
き
、

続
い
て
粟
冠
先
生
の
ご
挨
拶
、

そ
し
て
研
究
室
第
１
回
卒
業
生

の
嶋
林
幸
英
先
生
に
よ
る
乾
杯

で
開
宴
と
な
り
ま
し
た
。
大
40

回
卒
の
西
田
さ
ん
の
ご
尽
力
で

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
よ
り
特
大
の

シ
ャ
ン
パ
ン
を
い
た
だ
き
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
若

い
世
代
に
と
っ
て
は
、
卒
論
修

論
で
お
世
話
に
な
っ
た
菌
株
や

遺
伝
子
を
単
離
し
た
「
伝
説
の

先
輩
」
と
も
お
話
が
で
き
、
微

生
物
を
扱
う
研
究
室
な
ら
で
は

と
い
っ
た
経
験
が
で
き
た
の
で

は
と
思
い
ま
す
。
楽
し
い
三
時

間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
す
ぎ
て

し
ま
い
、
全
員
で
集
合
写
真
撮

影
と
花
束
贈
呈
と
な
り
、
ま

る
の
か
心
配
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
会
場
が
狭
く
感
じ
る
ほ
ど

大
勢
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
粟
冠
先
生
の
お
人
柄
、
歴

代
の
先
生
方
や
研
究
室
同
門
生

の
「
微
生
物
を
通
じ
た
絆
」
を

再
認
識
し
た
一
日
と
な
り
ま
し

た
。
今
回
の
研
究
室
同
窓
会
で

の
出
会
い
が
三
翠
化
学
会
の
絆

に
つ
な
が
れ
ば
幸
い
で
す
。

	

微
生
物
遺
伝
学

　
木
村
哲
也
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　その際は、使用可能な銀行キャッシュカードをご使用

いただき、

　　銀行名：ゆうちょ銀行　

　　金融機関コード：9900　預金種目：当座

　　店名：〇八九店（ゼロハチキユウ店）

　　口座番号：0059345

　にて振込手続きをお願いします（振込手数料は当方負

担とさせていただきますので手数料分を差し引いてお振

込ください）。 会計担当：木村（大 25 回）

　上記同門会は、この６年間に３回の同門会（嶋林先生勲
章受章祝賀会を含め）を開催し、46名、78名、78名と
多数の同門諸氏を集めて来ました。今後も引き続いて同門
会を開催していくため、次の様な幹事会を設置することに
なりましたのでご連絡いたします。今後開催される同門会
には、是非とも多数の同門会諸氏の参加をお願いいたしま
す。

　幹事会役員

　　会　長　古山順啓氏（大 24回）
　　副会長　伊藤　真氏（大 25回）
　　　　　　田中完爾氏（大 25回）
　　　　　　中北隆也氏（大 27回）
　　幹　事　小川悦代氏（大 30回）
　　　　　　籠谷和弘氏（大 43回）
　　　　　　栗谷健志氏（生８回）
　備　考

　　大 43：生物資源学部４回農芸化学コース
　　生８：生物資源学部生物圏生命科学科８回

「生物化学・分子細胞生物学研究室同門会」
幹事会を設置



（3）　　　第 67 号	 三　　　翠　　　化　　　学	 平成	30	年	８	月	８	日

　
昭
和
五
九
年
に
第
一
回
総
会

が
開
催
さ
れ
た
三
翠
化
学
会
関

西
支
部
は
、
平
成
一
三
年
か
ら

は
、
名
称
を
支
部
総
会
か
ら
交

流
会
に
変
更
し
、
毎
年
開
催
を

重
ね
、
現
在
も
活
動
を
続
け
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
も
支
部
の
活

動
を
支
え
て
頂
い
て
い
る
三
翠

化
学
会
本
部
、
毎
回
の
交
流
会

に
際
し
、
こ
れ
ま
で
ご
講
演
を

引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
講
師

の
皆
様
方
の
多
大
な
ご
協
力
が

第
一
九
回
三
翠
化
学
会 

関
西
支
部
交
流
会
報
告

あ
っ
て
の
こ
と
で
、
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
第
一
九
回
支
部
交
流
会
は
、

平
成
二
九
年
一
一
月
一
八
日
、

ご
来
賓
と
し
て
三
翠
化
学
会
長

の
杉
﨑
護
氏
（
大
16
回
）、
副

会
長
の
木
村
幸
信
氏（
大
25
回
）

に
ご
出
席
を
賜
り
、
今
回
も
新

大
阪
の
ホ
テ
ル
ク
ラ
イ
ト
ン
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
部
は
関
西
支
部
総
会
で

す
。
冒
頭
に
物
故
者
に
黙
祷
を

捧
げ
ま
し
た
。
次
い
で
杉
﨑
会

長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

三
翠
化
学
会
本
部
の
現
状
と
各

支
部
の
活
動
状
況
報
告
及
び
三

翠
化
学
会
へ
の
賛
助
金
へ
の
御

礼
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本

部
総
会
へ
の
参
加
率
が
低
い
の

で
、
積
極
的
な
参
加
の
呼
び
か

け
、
同
窓
会
の
運
営
方
法
の
再

検
討
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
谷
中
支
部
長

（
大
13
回
）
か
ら
は
平
成
二
八

年
度
の
活
動
報
告
、堀
幹
事（
大

28
回
）
の
会
計
報
告
、
谷
口
幹

事
（
大
20
回
）
の
会
計
監
査
報

告
が
行
わ
れ
、
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
役

員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
二
年
間

重
責
を
果
た
さ
れ
た
谷
中
支
部

長
が
こ
の
総
会
を
も
っ
て
退
任

さ
れ
、
新
た
に
、
伊
藤
副
支
部

長
（
大
21
回
）
が
新
支
部
長
に

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
谷
中
支
部

長
に
は
二
年
間
、
支
部
の
活
動

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
功
績
に

感
謝
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
今
後

も
幹
事
と
し
て
、

関
西
支
部
の
活
動

へ
の
ご
協
力
を
引

き
続
き
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
伊
藤
新
支
部

長
に
は
、
こ
れ
か

ら
関
西
支
部
の
活

動
の
中
心
と
な

り
、
先
頭
に
立
っ

て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
幹

事
一
同
、
新
支
部

長
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
こ
の
交
流
会
の
活
性
化
に

向
け
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
て

役
目
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
第
二
部
は
恒
例
の
談
話
会
で

す
。
ま
ず
、
関
西
支
部
副
支
部

長
で
も
あ
る
小
川
悦
代
氏
（
大

30
回
）
よ
り
、「
日
本
の
医
薬

品
市
場
の
現
在
・
過
去
・
未
来

♪
」
と
題
し
、
バ
イ
エ
ル
薬
品

㈱
で
の
ご
活
躍
を
通
し
て
、
日

本
の
医
薬
品
市
場
の
現
状
と
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
中
で
、

「
高
齢
化
の
進
行
で
医
療
費
は

毎
年
増
加
し
て
い
る
た
め
、
後

発
品
へ
の
切
り
替
え
が
以
前
よ

り
速
く
進
ん
で
い
る
上
、
毎
年

の
薬
価
切
り
下
げ
も
予
定
さ
れ

る
等
、
医
薬
品
市
場
の
環
境
が

以
前
と
は
大
き
く
変
わ
り
、
今

後
は
マ
イ
ナ
ス
成
長
も
見
込
ま

れ
、
厳
し
い
時
代
に
突
入
し

た
」「
そ
の
よ
う
な
状
況
で
も
、

革
新
的
医
薬
品
へ
の
報
奨
制

度
、
新
薬
創
出
加
算
制
度
を
利

用
し
た
り
、
自
社
の

研
究
開
発
の
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
に
努
め
た

り
、
他
社
か
ら
の
導

入
品
の
検
討
等
、
厳

し
い
環
境
下
で
の
生

き
残
り
を
図
っ
て
い

る
」
と
い
う
お
話
が

印
象
に
残
り
ま
し

た
。

　
続
い
て
、
三
重
大

学
生
物
資
源
学
研
究

科
准
教
授
の
勝
崎
裕

隆
先
生
（
大
36
回
）

よ
り
、「
農
芸
化
学

の
学
生
の
変
遷

　
昭

和
最
後
か
ら
現
在
ま

で
─
研
究
環
境
、
学

生
生
活
、
就
職
な
ど

─
」
と
題
し
、
勝
崎
先
生
の
学

生
時
代
と
現
在
の
研
究
環
境
の

違
い
、
学
生
の
気
質
の
変
化
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
現
在
の
研
究
室
は
エ
ア

コ
ン
完
備
と
な
っ
た
一
方
で
、

研
究
費
が
少
な
く
、
以
前
よ
り

教
員
一
人
当
た
り
の
学
生
数
も

増
え
て
い
る
」「
最
近
は
文
献

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
と
な

り
、
本
を
読
ま
な
く
な
っ
た
」

「
学
生
の
下
宿
は
ワ
ン
ル
ー
ム

マ
ン
シ
ョ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
完
備
。
か
つ
て
あ
た
り
ま
え

だ
っ
た
風
呂
、
ト
イ
レ
共
用
の

下
宿
と
は
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ

た
」「
以
前
は
四
年
生
に
な
っ

て
か
ら
大
学
推
薦
で
の
就
職
活

動
が
多
か
っ
た
が
、
現
在
は
就

職
活
動
の
開
始
が
早
ま
り
、
大

学
推
薦
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
事
前
エ
ン
ト

リ
ー
し
て
か
ら
会
社
訪
問
す

る
」「
最
近
の
学
生
は
ハ
ー
ド

ワ
ー
ク
に
耐
え
ら
れ
ず
、
す
ぐ

や
め
る
人
も
多
く
な
っ
た
」
等

の
お
話
し
を
伺
っ
て
、
我
々
の

時
代
と
の
大
き
な
変
化
に
「
ま

さ
に
隔
世
の
感
」
と
の
印
象
を

受
け
ま
し
た
。

　
第
三
部
は
い
よ
い
よ
お
楽
し

み
の
懇
親
会
で
す
。
田
宮
幹
事

（
大
36
回
）
の
司
会
で
開
始
と

な
り
、
小
林
幹
事
（
大
12
回
）

に
乾
杯
の
ご
発
声
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
木
村
副
会
長
、
杉
﨑

会
長
夫
人
（
大
16
回
）、
嶋
林

三
重
大
学
名
誉
教
授（
専
１
回
）

等
多
数
の
方
の
お
話
を
う
か
が

い
、
参
加
者
一
同
、
い
つ
も
の

よ
う
に
昔
話
で
盛
り
上
が
っ
た

り
、
お
互
い
の
近
況
を
報
告
し

あ
っ
た
り
と
、
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
雰
囲
気
で
懇
親
会
は
進

み
ま
し
た
。
最
後
に
田
宮
幹
事

の
発
声
で
、
恒
例
ど
お
り
三
翠

応
援
歌
を
熱
唱
し
、
来
年
の
再

会
を
約
し
て
交
流
会
は
お
開
き

と
な
り
ま
し
た
。

　
終
わ
り
に
今
回
の
出
席
者
を

　
二
〇
〇
一
年
初
秋
、
五
三
歳

に
な
っ
た
私
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

生
活
に
終
止
符
を
打
つ
決
断

を
し
ま
し
た
。
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
人
生
の
出
発
点
は
、
四
日
市

合
成
㈱
と
い
う
地
元
の
企
業
で

し
た
。
そ
の
後
、
乞
わ
れ
て
親

会
社
で
あ
る
ラ
イ
オ
ン
㈱
に

転
籍
し
、
東
京
都
江
戸
川
区
に

あ
る
研
究
所
で
新
素
材
の
開
発

な
ど
の
研
究
に
没
頭
し
て
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
バ
ブ
ル
崩

壊
後
の
一
九
九
〇
年
代
か
ら

二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
、
長
期
に

わ
た
っ
た
景
気
低
迷
で
リ
ス
ト

ラ
と
い
う
潮
流
の
も
と
「
人
員

整
理
」
と
い
う
過
酷
な
状
況
に

団
塊
の
世
代
の
多
く
が
直
面
し

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ラ
イ
オ

ン
㈱
で
も
、
幾
度
と
な
く
早
期

退
職
の
募
集
が
あ
り
ま
し
た

が
、
子
供
達
が
独
り
立
ち
す
る

ま
で
は
と
思
い
、
手
を
あ
げ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

よ
う
や
く
彼
ら
の
独
立
が
決
ま

り
、
二
〇
〇
二
年
九
月
に
退
職

金
を
原
資
に
、
液
体
肥
料
や
植

物
活
性
剤
の
製
造
販
売
を
行
う

有
限
会
社
グ
リ
ー
ン
化
学
を
設

立
し
ま
し
た
。

　
数
多
あ
る
肥
料
メ
ー
カ
ー
の

中
で
、
当
社
が
認
知
さ
れ
る
に

は
、
独
自
の
肥
料
を
開
発
す
る

事
で
し
た
。
私
は
三
〇
年
に
及

ぶ
化
学
品
に
関
す
る
研
究
の
経

験
か
ら
、
化
学
品
の
合
成
や
抽

出
に
は
自
信
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
先
ず
は
肥
料
の
ア
ン
メ
ッ

ト
ニ
ー
ズ
を
探
す
こ
と
か
ら
始

め
ま
し
た
。
農
家
の
方
々
の
声

を
聞
い
て
い
る
と
、
水
稲
の
健

全
育
成
に
は
欠
か
せ
な
い
「
ケ

イ
酸
」
を
補
給
す
る
既
存
資
材

が
固
体
や
ア
ル
カ
リ
性
の
物
し

か
な
く
、
非
常
に
使
い
勝
手
が

悪
い
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。
試

行
錯
誤
の
末
、
新
し
い
ケ
イ
酸

資
材
「
正
珪
酸
（
せ
い
け
い
さ

ん
）」
を
開
発
す
る
こ
と
に
成

功
し
、
特
許
を
取
得
し
ま
し

た
。
当
初
は
不
慣
れ
な
営
業
活

動
で
し
た
が
、
地
道
に
続
け
た

結
果
「
正
珪
酸
」
が
徐
々
に
認

知
さ
れ
は
じ
め
、
つ
い
に
は
大

「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
肥
料
メ
ー
カ
ー
を
目
指
し
て 

～
一
五
年
の
歩
み
～
」

有
限
会
社
グ
リ
ー
ン
化
学　

代
表
取
締
役
社
長 

浅
尾
由
一
（
大
19
回
）

手
代
理
店
や
商
社
か
ら
も
引
き

合
い
が
あ
り
、
販
売
規
模
も
一

気
に
拡
大
し
ま
し
た
。
今
で

は
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖

縄
ま
で
、
水
稲
を
は
じ
め
イ
チ

ゴ
や
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
な
ど

様
々
な
作
物
に
使
わ
れ
、
プ
ロ

の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
る

ゴ
ル
フ
場
の
芝
生
に
も
施
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　「
正
珪
酸
」
以
外
に
も
、
土

壌
中
の
悪
玉
菌
を
減
ら
し
て
善

玉
菌
を
増
や
す
「
キ
ト
サ
ン
」

に
関
す
る
特
許
も
取
得
し
ま
し

た
。
今
年
で
古
希
の
節
目
を
迎

え
ま
し
た
が
、
研
究
意
欲
は
衰

え
ず
、
新
た
な
資
材
の
開
発
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
近
く
数
件

の
特
許
を
申
請
す
る
予
定
で

す
。

　
会
社
設
立
か
ら
一
〇
年
独
力

で
頑
張
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

幸
い
に
も
製
薬
会
社
に
勤
め
て

い
た
長
女
が
跡
を
継
ぐ
事
と
な

り
ま
し
た
。
一
馬
力
か
ら
二
馬

力
と
な
り
、
五
年
連
続
増
収
増

益
を
達
成
し
て
お
り
ま
す
。
更

に
、
新
た
な
社
員
も
採
用
し
、

あ
と
一
〇
年
頑
張
ろ

う
と
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す

が
、「
何
事
を
始
め

る
に
も
遅
す
ぎ
る
こ

と
は
な
い
」
こ
の
言

葉
を
私
は
信
じ
、
体

現
で
き
た
こ
と
を
誇

り
に
思
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
は
一
五
年

前
の
決
断
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
今
日
が
あ

り
、
そ
し
て
明
日
に

続
い
て
い
く
と
信
じ

て
お
り
ま
す
。

※当社製品の詳細は下記ホームページをご覧ください
HP：http://www.green-ch.co.jp ／電話：048-212-3800

第 20 回三翠化学会

関西支部交流会のご案内

日時　平成 30年 11月 17日（土）　
　　　午前 11時から
場所　ホテルクライトン新大阪

談話会特別講師

「三重大学の昔と今」
久松 眞氏（三重大学特任教授）

　最新の知見に触れ、三翠化学の同窓生と楽しく語
り合う絶好の機会です。お誘いあわせの上、是非ご
参加ください。

紹
介
し
、
報
告
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

嶋
林
幸
英
（
専
１
回
）、
杉
﨑

護
（
大
16
回
）、杉
﨑
清
子
（
大

16
回
）、勝
崎
裕
隆
（
大
36
回
）、

小
川
悦
代
（
大
30
回
）、
木
村

幸
信
（
大
25
回
）、
谷
中
国
昭

（
大
13
回
）、
小
林
紘
一
（
大
12

回
）、
高
木
饒
（
大
12
回
）、
内

田
勝
啓（
大
15
回
）、大
北
明（
大

16
回
）、伊
藤
哲
雄
（
大
21
回
）、

浅
井
以
和
夫
（
大
27
回
）、
古

橋
雅
巳
（
大
19
回
）、
松
本
孝

（
大
19
回
）、堀
英
一（
大
28
回
）、

北
村
智
（
大
30
回
）、
田
宮
敏

呂
（
大
36
回
）、西
本
和
実
（
大

33
回
）（
敬
称
略
）

	

西
本
和
実
（
大
33
回
）

邦
楽
の
世
界
に
飛
び
込
ん
で

　
六
七
歳
に
な
っ
た
夏
、
初
め

て
三
味
線
を
手
に
し
ま
し
た
。

長
唄
の
師
匠
か
ら
毎
週
手
ほ
ど

き
を
受
け
、
周
り
か
ら
冷
か
さ

れ
な
が
ら
も
、今
年
で
三
年
目
。

松
の
緑
、
末
広
が
り
、
小
鍛
冶
、

五
郎
、
そ
し
て
花
見
踊
り
。
こ

れ
が
三
年
間
で
学
ん
だ
長
唄
の

題
名
で
す
。
た
っ
た
の
五
曲
か

と
お
思
い
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ

が
精
一
杯
。

　
テ
テ
テ
ン
テ
ン
テ
ッ
ト
ン
テ

レ
ッ
ツ
ツ
。
こ
れ
を
口
三
味
線

と
言
い
ま
す
が
、
三
味
線
を
弾

く
と
こ
の
様
に
聞
こ
え
ま
す
。

昔
は
、
こ
の
口
三
味
線
で
師
匠

は
弟
子
に
弾
き
方
を
教
え
た
そ

う
で
す
。
今
は
、
ド
レ
ミ
で
教

え
て
く
れ
ま
す
。
で
も
、
三
味

線
に
は
三
本
の
糸
が
た
だ
張
っ

て
あ
る
だ
け
で
、
目
印
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ど
の
糸
の
ど
こ
を
押

さ
え
た
ら
、
ラ
の
音
が
出
る
の

か
、
フ
ァ
の
音
が
出
る
の
か
、

す
ぐ
に
は
覚
え
ら
れ
な
い
。
そ

し
て
、
撥
（
バ
チ
）
で
糸
を
叩

く
よ
う
に
弾
き
ま
す
。
糸
と
糸

の
間
隔
は
わ
ず
か
一
セ
ン
チ
、

指
で
引
く
の
で
は
な
く
、撥（
バ

チ
）
で
叩
き
ま
す
か
ら
、
正
確

に
叩
く
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
そ
れ
に
加
え
て
、
一
緒
に
長

唄
も
歌
え
と
師
匠
は
お
っ
し
ゃ

る
。

師
匠

　	「
ラ
、
そ
れ
は
ラ
じ
ゃ

な
い
…
…
ま
だ
ラ
じ
ゃ

な
い
。
ラ
は
ど
れ
！
」

　
　
　	「
中
指
…
…
そ
れ
は
人

差
し
指
」

　
　
　	「
ホ
イ
、
じ
ゃ
な
い
、

オ
イ
」（
掛
け
声
で
す
）

　
　
　	「
ど
う
や
っ
て
教
え
よ

う
か
ね
ー
…
…
」（
師

匠
、
ほ
と
ほ
と
困
っ
て

ま
す
）

私
　
　	「
先
生
、
諦
め
な
い
で

く
だ
さ
い
」

　
昔
、自
動
車
教
習
所
で
、カ
ー

ブ
を
回
る
時
に
、
教
官
に
怒
鳴

ら
れ
な
が
ら
、
両
手
両
足
を
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
操
作
を
す
る
と

い
う
、
初
心
者
に
と
っ
て
は
超

離
れ
業
を
や
ろ
う
と
し
て
、
結

局
、
前
の
塀
に
激
突
し
そ
う
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
時
は
、「
殺
す
気
か
。帰
れ
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
ム
ッ
と
し

ま
し
た
が
、
教
官
の
気
持
ち
は

分
か
り
ま
す
。

　
今
も
、
師
匠
の
気
持
ち
は
痛

い
ほ
ど
分
か
り
ま
す
。
で
も
、

指
が
動
き
ま
せ
ん
。
師
匠
は
四

歳
の
と
き
か
ら
三
味
線
を
弾
い

て
い
た
そ
う
で
す
。
私
は
六
七

歳
か
ら
で
す
。

　
そ
れ
で
も
、今
年
に
な
っ
て
、

発
表
会
を
や
り
ま
し
た
。
発
表

会
な
ん
て
、幼
稚
園
以
来
で
す
。

発
表
会
場
と
い
っ
て
も
、
行
き

つ
け
の
ワ
イ
ン
バ
ー
で
す
。
こ

こ
に
舞
台
を
設
け
て
い
た
だ

き
、
二
〇
人
程
を
前
に
し
て
や

り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
初
め
て
、
頭
の
中

が
真
っ
白
に
な
る
と
い
う
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
懸
命
に
覚
え

た
の
に
、
手
が
動
き
ま
せ
ん
で

し
た
、
何
も
浮
か
ん
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
（
弁
解
し
ま
す
が
、

曲
の
ほ
ん
の
一
部
だ
け
で
す
）。

　
今
更
、
こ
ん
な
経
験
し
な
が

ら
三
味
線
な
ん
か
や
っ
て
何
の

役
に
立
つ
の
で
し
ょ
う
。
疑
問

を
払
拭
で
き
な
い
ま
ま
で
す
が
、

残
さ
れ
た
人
生
を
少
し
は
賑
や

か
に
し
て
く
れ
そ
う
で
す
。

	

東
海
裕
作
（
大
19
回
）
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沖 

縄 

だ 

よ 

り

　
　
─
現
役
を
リ
タ
イ
ア
し
て
な
ぜ
沖
縄
か
─

　
私
は
今
、
沖
縄
本
島
北
部
の

瀬
底
島
に
住
ん
で
六
年
目
を
迎

え
て
い
ま
す
。
こ
の
瀬
底
島
は

橋
の
あ
る
離
島
で
、
近
く
に

ス
ー
パ
ー
が
三

カ
所
も
あ
り
、

内
科
、
眼
科
な

ど
の
病
院
へ
の

送
迎
バ
ス
も
適

宜
巡
回
し
て
い

て
日
常
生
活
に

は
何
の
不
自
由

も
な
い
島
で

す
。
な
お
近
く

に
は
美
ら
海
水

族
館
も
あ
り
ま

す
。

		

さ
て
な
ぜ
沖

縄
だ
っ
た
の
か

に
つ
い
て
順
序

立
て
て
お
話
を

進
め
ま
す
。

　
私
は
六
五
歳

で
リ
タ
イ
ア
し

ま
し
た
。
リ
タ
イ
ア
し
て
数
か

月
は
解
放
感
に
浸
り
、
と
っ
て

も
ハ
ッ
ピ
ー
で
し
た
が
日
が
経

つ
に
つ
れ
何
か
物
足
り
な
い
、

「
ど
こ
か
へ
行
き
た
い
」
と
い

う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
気
持
ち
の
根
源
は
遡
る
こ
と

約
四
五
年
、私
が
二
七
歳
の
時
、

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
親
善

使
節
と
し
て
フ
ロ
リ
ダ
に
派
遣

さ
れ
る
と
い
う
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン

ス
を
頂
い
た
時
の
事
で
す
。

　
フ
ロ
リ
ダ
で
は
各
地
を
見
学

し
、
交
流
し
ま
し
た
。
そ
の
中

で
シ
ニ
ア
の
方
々
が
多
く
住
む

リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
案
内
さ
れ
ま
し
た
。
そ

こ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
シ
カ
ゴ

で
活
躍
さ
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

が
リ
タ
イ
ア
後
に
温
暖
の
地
、

フ
ロ
リ
ダ
で
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
や

ゴ
ル
フ
な
ど
で
セ
カ
ン
ド
ラ
イ

フ
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
す
る
と
い
う

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
の

瞬
間
に
私
の
心
の
中
に	

「
ど
こ

か
へ
行
き
た
い
」
が
芽
生
え
ま

し
た
。

　
私
は
リ
タ
イ
ア
後
に
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
も

移
住
先
を
求
め
て
調
査
・
体
験

に
行
き
ま
し
た
が
、
し
っ
く
り

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
こ
う

し
て
い
る
う
ち
に
私
た
ち
の
知

人
、
ご
夫
婦
が
沖
縄
の
瀬
底
島

で
移
住
生
活
を
始
め
て
い
る
と

い
う
情
報
を
得
ま
し
た
。早
速
、

現
地
に
行
っ
た
所
、
す
っ
か
り

気
に
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
家
内
も
賛
同
し
て
く
れ
て
移

住
計
画
は
、
土
地
探
し
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
し
て
伊

江
島
と
水
納
島
が
一
望
で
き
る

高
台
に
、
台
風
に
強
い
沖
縄
仕

様
の
ブ
ロ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
を
建
築

し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
バ
リ
ア

フ
リ
ー
で
オ
ー
ル
電
化
で
す
。

　
家
内
は
好
奇
心
が
旺
盛
で
元

気
印
の
女
性
で
す
。
私
が
ア
メ

リ
カ
に
単
身
赴
任
し
て
い
る

と
き
も
五
歳
と
八
歳
の
息
子

を
連
れ
て
会
い
に
来
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
も
友
人
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
な
ど
各
地
に
ス
ケ
ッ
チ

旅
行
に
出
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
の
わ
れ
わ
れ
で
す
が
、

家
内
は
沖
縄
に
す
っ
か
り
な
じ

み
、
琉
球
舞
踊
や
民
俗
舞
踊
を

習
い
、
舞
台
で
そ
の
踊
り
を
披

露
し
、
老
人
会
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
の
世
話
役
な
ど
と
活
躍

し
て
い
ま
す
。

　
移
住
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
は
連

れ
合
い
で
す
。
旦
那
が
先
に
来

て
奥
さ
ん
が
後
で
し
ぶ
し
ぶ
来

る
パ
タ
ー
ン
は
あ
ま
り
う
ま
く

い
き
ま
せ
ん
。

　
私
は
週
に
二
～
三
回
、
名
桜

大
学
の
聴
講
生
と
し
て
若
い
学

生
の
中
に
混
じ
っ
て
学
ん
で
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
レ
ポ
ー
ト
提

出
も
中
間
テ
ス
ト
、
期
末
テ
ス

ト
に
も
現
役
学
生
と
同
様
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
を
聴

き
な
が
ら
の
家
庭
菜
園
を
楽
し

み
、
無
農
薬
、
有
機
栽
培
の
新

鮮
野
菜
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
ほ
ぼ
毎
朝
で
す
が
ビ
ー

チ
ま
で
行
き
、
砂
浜
で
は
裸
足

で
歩
い
て
い
ま
す
。
こ
の
時
に

ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
や
漂
着
ゴ
ミ
を

拾
っ
て
き
ま
す
。

　
そ
し
て
移
住
の
感
謝
に
近
く

の
バ
ス
停
や
拝
所
の
草
取
り
や

清
掃
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
今
年
は
班
長
の
仕
事
も
行
っ

て
い
ま
す
。	

　
瀬
底
島
の
良
さ
は
人
び
と
の

や
さ
し
さ
と
温
暖
な
気
侯
で

す
。
こ
れ
は
肩
こ
り
や
ひ
ざ
痛

を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
ま

た
夏
も
日
中
は
海
風
で
さ
ほ
ど

暑
く
な
く
、
朝
タ
に
は
涼
し
く

な
り
ま
す
。

　
沖
縄
名
物
の
台
風
も
め
っ
た

に
本
島
に
直
撃
し
ま
せ
ん
。
何

し
ろ
沖
縄
は
広
い
の
で
す
。
東

西
一
〇
〇
〇
㎞
、
南
北
五
〇
〇

㎞
も
あ
り
ま
す
。
石
垣
島
や
宮

古
島
あ
る
い
は
大
東
島
に
来
た

台
風
は
私
た
ち
の
住
む
沖
縄
本

島
で
は
そ
よ
風
が
吹
く
程
度
で

す
。
但
し
本
島
に
直
撃
す
る
と

家
庭
菜
園
は
壊
滅
と
な
り
ま

す
。

　
と
に
か
く
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ

を
思
い
っ
き
り
エ
ン
ジ
ョ
イ
し

て
い
ま
す
。

	

大
西
英
雄
（
大
16
回
）

　
三
重
大
学
の
農
場
に
あ
る
巻

締
機
は
、
多
く
の
同
窓
生
の
方

が
実
習
の
際
に
ご
覧
に
な
ら
れ

た
と
思
い
ま
す
。
昭
和
四
六
年

（
一
九
七
一
年
）
に
現
在
病
院

の
あ
る
場
所
か
ら
現
在
の
津
市

高
野
尾
町
へ
移
動
し
た
際
に
、

巻
締
機
も
移
動
し
た
と
の
話
は

伺
っ
て
い
ま
し
た
。す
な
わ
ち
、

四
七
年
以
上
前
に
製
造
さ
れ
た

装
置
な
の
で
す
。

　
現
在
二
機
あ
る
巻
締
機
に
つ

い
て
、
詳
し
く
調
べ
ま
し
た
。

一
機
は
東
洋
製
罐
株
式
会
社
、

形
式
Ｏ
Ｖ
Ｓ
、
№
２
９
７
、
昭

和
一
三
年
五
月
に
製
造
さ
れ
た

も
の
で
し
た
。
こ
の
記
事
を
書

い
て
い
る
時
点
で
製
造
後
八
〇

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
も
う
一

機
は
サ
ン
フ
ー
ド
マ
シ
ナ
リ
ー

の
形
式
Ｈ
Ｃ
Ｖ
─
８
０
５
、
№

１
２
２
４
、
昭
和
四
六
年
に
購

入
さ
れ
た
と
記
録
が
残
っ
て
い

ま
し
た
。

　
現
在
も
、
生
物
資
源
学
部
の

実
習
に
お
い
て
缶
詰
の
製
造
実

習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

農
場
生
産
品
と
し
て
ミ
カ
ン
や

い
ち
ご
ジ
ャ
ム
、
タ
ケ
ノ
コ
缶

詰
の
製
造
・
販
売
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
大
学
祭
以
外
で
も
、

生
協
購
買
部
や
朝
津
味
や
道
の

駅
津
か
わ
げ
、
Ｍ
ａ
ｘ
Ｖ
ａ
ｌ

ｕ
津
北
店
で
購
入
可
能
で
す
。

　
　
附
属
農
場

	

三
島
隆
（
院
29
回
）

農
場
の
巻
締
機
の
ご
紹
介

●　総 会 の 点 景　●

在校生

懇親会

総会前歓談中

在校生とともに②

東洋製罐株式会社、
形式OVS、No.	297全景

現在も筍の缶詰（２号缶）を製造

サンフードマシナリー
形式HCV-805、No.	1224全景
現在はイチゴジャム（６号缶）やみ
かんの缶詰（５号缶）などを製造

東洋製罐株式会社、
形式OVS、No.	297銘板
昭和13年 5月と記載

サンフードマシナリー
形式HCV-805、No.	1224 銘板

　さる６月９日桑名市で今年度２回目となる 16回生の集いが催され
ました。16回生の集いは、すでに 12年間３ヶ月毎に年４回の頻度
で継続的に開催されています。会場もほぼ同一で、桑名市にて開催
されていますが、メンバーは 16回生に限らず、同年代以外の方（参
加実績 12回から 45回までの男女、現状参加者の半数はα組）にも
門戸が開放されているところが、普通の同期会と異なるところです。
16回生の方々も、お仕事多忙な方、ご家庭・町内の御用で参加でき
ない方、少々錆びついてこられた方、声の届かないところに旅立たれ
た方なども徐々に増え、非 16回生が増殖、今では「16回生＋αの
集い」、さらに最近では「α＋16回生の集い」と呼称されるようになっ
て来ました。
　年代が混在すると話が弾まないと思われるかもしれませんが、年に
４回も計 50回近く集まっていれば、先生の思い出話（やや悪口）や
学生時代の武勇伝を同じ年代だけで語り合っても、鮮度的に限度があ
ります。年代が幅広くなってこそ、悪口にも迫力が出てきますし、世
代間で変わったところ変わってないところが話題となって面白くなっ
てきます。
　三翠化学会には事実上三重県支部がありません。開店休業状態です。
他の三翠系同窓会のように、県内役所等に同窓生がずらりと揃ってい
るのではないため、職場の枠を越えた同窓生のつながりは、本来化学
会にこそ大事なはずなのですが、県内在住の会員がこれといった懇親
の場を持たない現状は、化学会結束の弱点だと思います。
　むろん本「集い」は原則 16回生の集まりで、それを乗っ取る気は
ありませんが、せっかく三重県内で定期的に催されているのですから、
遠路三重県までお出ましいただく 16回生をお迎えするつもりで、特
に県内会員はぜひ「＋α」として参加を考えてください。会場を津市
や松阪市に移すこともやぶさかではありません。アルコールと料理と
おしゃべりの時間さえあればどこでもいいのです。わがままを言わせ
てもらえれば、特に若い会員に飛び込んできていただきたく、さらに
女性の方も大歓迎です。次回の集いは 9月 22日です。
　参加ご希望の方、詳細お知りになりたい方は、下記アドレスにメー
ルでご一報ください。	 木村（大 25回）
　・杉﨑　護（大 16回）：m-sugisaki@arrow.ocn.ne.jp
　・木村幸信（大 25回）：y.kimura3no0@gmail.com

「α＋16 回生」の集い

在
校
生
と
と
も
に
①


